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研究成果の概要（和文）：自然発話の音声データを用いて北京語の音声縮約と出現頻度の関係性を考察した。中国語以
外の先行研究では出現頻度の高さが音声縮約を促すと主張されていたが、本研究では出現頻度が持つ縮約効果は非常に
小さく、音声学などの言語構造的要因と競合する場合には容易に打ち消されてしまうことを指摘した。
　また、大規模な音声データを用いた実験音韻論の分析方法を開発するために、データ規模が小さい上海語と連江語の
予備的分析を行った。特に上海語の分析では音響音声学的データと音韻理論による分析の高度な融合に成功した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship between phonetic reduction and word 
frequency in Beijing Mandarin. Previous researchers studying English and Spanish argue that the high 
frequency words encourage the phonetic reduction of the neighboring words. However, This study found 
that, in Beijing Mandarin, the frequency effects are very weak and may be cancelled if other linguistic 
factors (for example, phonetic factors) compete with it.
　In addition, this study conducted preliminary research of experimental phonology in the Shanghai and 
Lianjiang dialects to develop new methods of phonological analyses based on a huge phonetic database. we 
successfully conducted phonological analyses based on acoustic data especially in the research of the 
Shanghai dialect.

研究分野：音韻論
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１．研究開始当初の背景 
（１）中国語の音声・音韻研究では 1980 年
代から音響音声学的な分析手法が採用され、
音響パラメターの計測にもとづいた客観的
な音声記述が行われるようになった。また、
生成音韻論的な分析手法を用いた音韻現象
の形式化と一般化が進み、中国語音韻体系の
通言語的な位置づけの議論が始まった。 
 
（２）しかし、これらの研究は特殊な環境で
収集されたデータしか用いていないという
問題点がある。より詳しく言うと、音響音声
学的な分析では単語や文のリストを話者が
「読んだ」音声をデータとして利用すること
が一般的であり、生成音韻論的な分析では変
異などを「例外的な現象」として排除した上
で形式化や一般化が行われた。そのため、こ
れらの手法によって得られた知見が、実際に
使用される発話（自然発話）にも当てはまる
のかは必ずしも明らかではなかった。さらに、
この穴を埋めるために必要な自然発話音声
に関する研究も中国語ではほとんど行われ
ていない。 
 
（３）一方、中国語以外では自然発話の音声
研究が近年急速に進められている。例えば、
Joan Bybeeは英語やスペイン語の自然発話の
分析を行い、使用頻度などの言語運用的な要
因が音韻構造に重要な影響を与えると主張
した。これは従来の研究では扱うことが難し
い要因である。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究では、北京語の自然発話音声デ
ータベースである「北京口語語料」を利用し
て、自然発話で観察される音声特徴の精密な
調査を行った。また、調査結果を踏まえた上
で、中国語の音韻構造は使用頻度など言語運
用的な要因の影響を受けるのかを考察した。 
 
（２）加えて、自然発話音声の効果的な分析
手法を開発するため、中国語方言の小規模デ
ータベース（上海語・連江語）を用いた実験
音韻論的考察を行った。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究を遂行するためには、最初に北
京語の自然発話音声データベースである「北
京口語語料」を整備する必要があった。この
データベースは 1990 年代に作成された古い
ものであるため、電子化がほとんど行われて
おらず効率的かつ迅速なデータ検索と分析
が不可能であった。そこで、本研究では全て
のデータを電子化し検索システムを整える
ことを優先的に計画した。 
 
（２）北京語の分析では音声縮約現象と出現
頻度の相関性を検証した。具体的には、不
要・禁止を表す「甭(beng)」の縮約状況（音
形と持続時間）と先行・後続要素の出現頻度

の相関性について量的考察を行った。 
 
（３）上海語の研究では音響音声学的分析と
音韻論的考察の融合を試みた。これは、高度
な音韻分析を大規模なデータベースに当て
はまるための予備的考察である。具体的な研
究方法は以下の通りである。 
①上海語の内部で起きている音声的な通時
変化を音響音声学的データから捉える。 
②音響音声学的データの分析を通して、従来
の研究が解決できなかった音韻論の問題（ピ
ッチ下降の音韻表示）の解決を試みる。 
 
（４）連江語では、これまで音響音声学的デ
ータが記録されていない方言の声調記述方
法を模索した。 
 
４．研究成果 
（１）「北京口語語料」の音声情報と文字情
報を全て電子化し発話者ごとに分類・整理し
た上で、エクセルによる検索システムを作成
した。これによって、莫大なデータの中から
必要な箇所を迅速かつ効率的に検索するこ
とが可能となり、データベースを最大限に利
用することが可能となった。 
 
（２）「甭 beng」の音声縮約の調査では以下
の 3点の事実が明らかとなった。これらは全
て先行研究では報告されていない新事実で
ある。 
①「北京口語語料」で総計 267トークンの「甭 
beng」に 8種類の音声実現形が観察され、全
く音声縮約しない[pəŋ]から頭子音が弱化す
る[məŋ]や末子音が脱落する[pə]まで存在す
ることが分かった。 
②「甭 beng」の先行要素として 39種類の語
が観察されたが、出現頻度上位 3語で全体の
トークンの 67.4%を占めることが判明した。
また、後続要素として 63 種類の語が観察さ
れたが、こちらも出現頻度上位 3語が全体ト
ークンの 67.4%を占めることが判明した。こ
の結果は、先行・後続要素ともに非常に少数
の語が出現頻度の過半数以上を占めること
を示している。 
③先行要素と「甭 beng」の音声縮約との相関
性を分析してみたところ、頻度が高い語でも
音声縮約の割合が高くなるとはいえなかっ
た。一方、後続要素との相関性を分析してみ
たところ、出現頻度が第 2位（说 shuo：言う）
と第 3 位（提 ti：話に出す）の語では、「甭 
beng」が縮約する傾向が強くなるが、第 1位
の「管 guan：関わる」では縮約が起こりにく
いことが判明した。つまり、「甭」の縮約は
先行要素との関連性はほとんどなく、後続要
素とは一部の語では関連性があるという対
照的な結果が得られた。 
 
（３）上記の調査結果にもとづくと、出現頻
度と音韻構造の関係は以下のように要約で
きる。 



 出現頻度が音韻構造に与える影響は、
Bybee などの先行研究が想定しているよりも
はるかに小さく、別の言語構造的要因と競合
する場合には容易に打ち消されてしまうこ
とが判明した。具体例としては、後続要素で
最も出現頻度が高い「管 guan」が「甭 beng」
の縮約を促さないことが挙げられる。この原
因として、「甭＋管 beng＋guan」という組み
合わせでは「甭」の末子音を脱落させない方
がスムーズに調音を行えるためだと推測で
きる。これはすなわち、調音音声学的要因と
出現頻度が競合した環境では、調音音声学的
要因が優先され出現頻度の効果が打ち消さ
れることを示唆する。出現頻度の影響を考察
した先行研究は、言語構造が出現頻度によっ
て「創発」されると主張したが、本研究の結
果を見ると出現頻度の効果は極めて限定的
である可能性が浮上した。 
 この考察結果は、近年盛んに行われている
「運用に基づいた言語学（ Usage-based 
Linguistics）」に一石を投じており、通言語的
にも重要な知見といえる。本研究の調査結果
によって出現頻度の影響が実際よりも過大
評価されている可能性が浮上したため、今後
は頻度効果の正確な評価と他の要因との関
係性を考慮に入れる必要がある。 
 
（４）上海語の研究では以下に示す 2つの成
果が得られた。これらは中国語を対象とした
実験音韻論的分析の数少ない成功例と言え
る。 
①上海語変調の音声実現が世代によって変
化していることを音響音声学的データから
明らかにした。50代の話者を対象とした先行
研究では上海語の変調のピッチ下降が緩や
かに起きると報告されていたが、20代の話者
ではピッチ下降が急激に起こることが客観
的なデータによって初めて明らかとなった
（図 1参照）。 
 
図 1. 20 代の話者の上海語変調ピッチ曲線 

 

 
②ピッチ下降の音韻表示として、「デフォル
トトーン」と「バウンダリートーン」という
2 つの対立する解釈が提案されていたが、ど
ちらの解釈が妥当なのかは議論されていな
かった。本研究では「2 音節語の第 2 音節の
ピッチで上記 2 つの解釈は異なる予測をす

る」ことを発見した上で該当部の音響音声学
的分析を行った。分析の結果、2 音節語の第
2 音節は 3,4 音節語よりも有意にピッチが低
くなることが判明し、この結果を説明できる
のは「バウンダリートーン」の解釈のみであ
ると主張した（図 2参照）。 
 
図 2. 第 2音節のピッチ比較 

 
 
（５）連江方言の調査では、基本声調の音響
音声学的記述を行った。未調査の中国語方言
を記述する場合、基本周波数に合わせて「調
値」と対応した指標（VT 値）も有用である
ことを示した。今後のフィールド研究におい
ても重要な知見である。 
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